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第
百
八
十
七
回
「
中
村
真
一
郎
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

相
沢 

英
之 

  

中
村
真
一
郎
の
小
説
「
仮
面
の
欲
望
」
を
何
日
が
か
け
て
読
ん
だ
。 

 

「
女
か
ら
男
へ
」
と
し
て
五
一
信
、「
男
か
ら
女
へ
」
と
し
て
五
二
信
の
手
紙
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
行

か
え
が
少
な
く
て
、
表
現
が
凝
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ー
ツ
と
流
し
読
み
な
ど
到
底
出
来
な
い
文
章
で
あ
る
。 

 

彼
は
、
私
が
旧
制
一
高
（
文
甲
）
に
入
っ
た
時
に
二
年
上
で
、
文
芸
部
の
委
員
を
し
、
校
友
会
雑
誌
に

小
説
を
書
い
て
い
た
。 

 

こ
の
期
の
芥
川
賞
の
小
島
信
夫
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
川
俣
晃
白
や
浅
川
淳
、
一
年
上
の
福
永
武
彦
、
又

一
年
下
の
加
藤
周
一
な
ど
が
校
友
会
雑
誌
に
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。 

 

「
旧
制
一
高
の
文
学
」
と
い
う
稲
垣
眞
美
の
著
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
校
友
会
雑
誌
は
明
治
二
十

三
年
（
一
八
九
〇
年
）
の
創
刊
で
あ
る
。 

 

一
高
の
前
身
、
大
学
予
備
門
に
は
尾
崎
紅
葉
、
山
田
美
妙
、
坪
内
逍
遙
、
夏
目
漱
石
、
正
岡
子
規
が
い

た
し
、
校
友
会
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
は
大
町
桂
月
、
上
田
敏
、
萩
原
井
泉
水
、
尾
上
柴
舟
、
川
田
順
、

塩
谷
温
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
、
土
屋
文
明
、
上
田
敏
、
谷
崎
潤
一
郎
、
茶
川
龍
之
助
、
菊
池
寛
、
久

米
正
雄
、
倉
田
百
三
、
谷
川
徹
三
、
三
木
清
、
芹
澤
光
治
良
、
川
端
康
成
、
池
谷
信
三
郎
、
村
山
知
義
、

堀
辰
雄
、
深
田
久
弥
、
高
見
順
、
中
島
敦
、
立
原
道
造
、
杉
浦
民
平
な
ど
は
い
ず
れ
も
校
友
会
雑
誌
に
書

い
て
い
た
。 

 

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
高
が
本
郷
か
ら
駒
場
の
新
墾
の
丘
に
引
っ
越
し
て
来
た
の
は
、
私
が
入
学
す

る
前
の
年
に
二
・
二
・
六
事
件
が
あ
り
、
十
二
年
に
日
支
事
変
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
世
は
滔
々
と
し
て
暴

支
膺
懲
、
鬼
畜
米
英
打
倒
と
い
う
よ
う
な
旗
印
の
基
に
大
陸
に
戦
線
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。

一
高
の
学
園
内
は
一
高
自
由
主
義
と
称
し
て
、
世
論
の
一
辺
倒
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
い
わ
ば
平
然
と
し
、

反
軍
と
は
言
わ
な
い
が
、
批
判
的
な
空
気
が
強
か
っ
た
。 

 

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
訪
ね
て
来
た
時
、
正
門
の
付
近
で
歩
調
を
と
っ
て
入
っ
て
く
る
制
服
の
一

隊
に
向
っ
て
、
誰
言
う
と
も
な
く
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
と
い
う
罵
声
を
も
っ
て
歓
迎
し
た
（
？
）
と
い
う
の

が
、
後
日
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
頃
は
ま
だ
よ
か
っ
た
。
渋
谷
や
銀
座
も
青
い
灯
、
赤
い
灯
、
飲
ん
で
歩
く
に
事
を
欠
か

な
か
っ
た
。
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
一
杯
飲
ん
で
は
、
行
列
の
後
に
つ
い
た
、
と
い
う
、
今
か
ら
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
街
の
姿
は
、
も
少
し
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
、
一
高
卒
業
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
兵
役
、
終
戦
後
ソ
連
抑
留
、
帰
っ
て

直
ぐ
大
蔵
省
に
復
帰
、
こ
こ
を
卒
業
し
て
衆
議
院
議
員
と
い
う
経
緯
を
辿
っ
た
の
で
、
絶
え
ず
文
学
に
は

関
心
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
旧
制
一
高
の
消
減
と
と
も
に
大
学
の
文
芸
活
動
と
も
無
論
縁
が
切
れ
て
い

る
。 

 

中
村
真
一
郎
は
藤
江
飱
治
（
夕
食
の
意
）
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の
由
来
は
承
知
し
て
い

な
い
。 

 

一
高
在
学
中
は
、
と
い
っ
て
重
な
っ
た
の
は
一
年
間
だ
け
で
、
彼
の
名
を
良
く
承
知
し
て
い
る
に
過
ぎ
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な
か
っ
た
が
、
戦
後
、
私
が
軽
井
沢
に
出
か
け
る
の
を
年
中
行
事
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
何
度
か

お
会
い
し
、
同
窓
の
故
を
も
っ
て
御
夫
人
と
も
ど
も
話
合
う
機
会
を
持
っ
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
。 

 

氏
は
無
論
小
説
家
で
あ
る
が
、
い
く
つ
も
の
外
国
話
も
こ
な
し
、
男
女
こ
き
ま
ぜ
て
海
外
の
知
人
も
多

く
、
何
か
、
そ
う
い
う
言
い
方
が
当
た
っ
て
い
れ
ば
、
教
養
人
で
あ
っ
た
。 

 

「
仮
面
と
欲
望
」
は
小
説
で
あ
る
か
ら
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
眞
偽
を
問
う
よ
う
な
野
暮
な
こ
と
は

言
わ
な
い
が
、
仮
に
実
話
で
あ
る
と
告
白
さ
れ
て
も
そ
う
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
う
の
は
氏
に
会
っ
て
の

印
象
で
も
あ
る
。 
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